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研究成果の概要（和文）： 幼児期における映像の表象性理解の発達は，映像と現実との混同の

段階から明確な区別が可能な段階への二分法的な移行ではなく，その中間に両者の部分的な混

同やゆらぎを含む三段階論的な過程であることを，主に子どもの写真の理解を中心に検討した。

その結果，幼児期の始めに，写真を機能的には現実と区別できるようになってからも，子ども

は 4-5 歳頃まで，写真がさまざまな感覚属性を指示対象と共有しているとみなしていることが

わかった。 

 

研究成果の概要（英文）：In order to better explain the developmental process for 
understanding of representational nature of iconic images in young children, we proposed 
a new model consisting of three stages. In this model, the intermediate stage is 
characterized by children’s partial confusion between images and reality and is supposed 
to be predominant throughout the early childhood. A series of experiments using 
photographic images were conducted to examine the validity of the model, especially of 
the existence of intermediate stage in young children. Our results showed that it is not 
until the age of 5 years that children become aware of the fact that it is impossible 
for any photo to share perceptual properties such as tactual, auditory and olfactory ones 
with its referent. This lack of understanding suggests that young children stay in the 
intermediate stage far longer than expected before. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 現代の子どもの生活において，テレビ
をはじめとする動画や写真などの映像的世
界の比重は，ますます高まってきている。そ
の結果，映像的環境と子どもの心の発達との
関係を探ろうとする研究が近年盛んになっ
てきたが，しかし，それらは映像との接触経
験の程度と子どもの各種の発達指標とのマ
クロな関連を調査的手法で探ろうとする研
究に留まっており，子ども自身が映像世界を
どのように感じつつ見ているか，現実世界と
の違いをどの程度理解しているか，などの映
像の認識過程の発達そのものに踏み込んだ
研究は，これまでほとんど行われてこなかっ
た。 
 
(2) そこで，本研究の代表者ら（以下，筆
者とする）は，平成 17～19 年度に科研の萌
芽研究補助金を得て，3 歳から 6 歳の子ども
に映像世界と現実世界とのインターラクシ
ョンの可能性を問う課題を実施することに
よって，特にビデオ映像に対する実在視的反
応が何歳ぐらいまで見られるかを実験的に
検討した。その結果，幼児はこれまで考えら
れてきたよりはずっと遅くまで，映像の表象
性理解（映像は現実の写しであるという理解）
が困難であることが明らかになった。 
 
(3) この結果を踏まえて，筆者らは，現実
と映像との区別が可能か否かという二分法
的視点から映像理解の発達的変化を捉える
だけでは不十分であり，映像が実在と混同さ
れる段階と映像が表象とはっきり理解され
る段階の間に中間的な段階を設定する必要
があると考えるに至った。これを「映像の表
象性理解の三段階発達モデル」と称すること
にし，このモデルの中間段階の特質をさらに
実験的に明らかにする中で，モデルのいっそ
うの精緻化をはかることを，本科研研究の課
題とすることにした。 
 
 
２．研究の目的 
 「映像の表象性理解の三段階発達モデル」
では，映像理解の発達を，シンボル（映像の
図像的パターン），シンボル媒体（図像的パ
ターンを生みだす物質的基体），指示対象（シ
ンボルの指し示す現実の対象）の三者の関係
理解の発達としてとらえ，中間段階を，シン
ボルと指示対象がはっきり分化しながらも，
シンボル媒体についての認識が不十分であ
るためにこれが意識の後景に退き，シンボル
と指示対象が一体となって前景化した状態
と仮定する。この仮説的モデルから予想され
る幼児の，大人の目から見て不思議な映像理
解のあり様を実験的に確かめることを通し
て，モデル自体のいっそうの精緻化を図るこ

とが本研究の目的である。 
なお，本研究期間中には，ビデオ映像及び

写真の表象性理解に関する６種類の実験を
行ったが，以下では特に，ビデオ映像などの
動画よりも，はるかに表象性理解が容易と考
えられていた写真に対し，幼児が「三段階発
達モデル」の中間段階的反応を示すことを明
らかにした４つの研究について報告する。 
 
 
３，研究の方法 
(1) 研究１：＜目的＞子どもは幼児期の早い
段階から写真と実物とを機能レベルでは区
別できるが（eg.写真の靴は履けない），両者
の属性（property）の共有については誤った
理解を遅くまで持ち続けるか否かを検討す
る。＜参加児＞4 歳児 15 名，5 歳児 15 名。
＜実験材料＞ショートケーキ、サボテン、鈴
（透明のプラスチック容器に入っている）、
バラ、みかん（ガラスのビンに入っている）
の実物とそのそれぞれの A4大のカラー写真。
＜実験の構成と手続き＞視覚的属性以外の
顕著な属性を有する５つの対象を用意した。
ショートケーキ（味覚的属性〔なめると甘
い〕）、サボテン（触覚的属性〔棘に触ると痛
い〕）、鈴（聴覚的属性〔振ると音がする〕）、
バラ（嗅覚的属性〔鼻を近づけるとよい匂い
がする〕）、みかん（嗅覚的属性〔ビンに入っ
ていて蓋をとるとよい香りがする〕）。 

図１ 実験に用いられたショートケーキの
写真 

 
写真に対し実物に対するのと同じ行為を行
うと，どんな結果となるかを問う（eg.さっ
きと同じようにこちら〔写真〕をペロッとな
めたら甘いか甘くないか？）。 
 
(2) 研究２：＜目的＞研究１から 4 歳児でも
依然、写真が実物と同様の属性を有している
と考える傾向があることが分かったが，この
ような現象は、写真によって、実物を見たと
きと同様の情動が子どもに喚起されるため
に起こると推測される。そこで、実物との視
覚的類似性が高いほど写真の情動喚起力は
高まり，その結果，属性共有的反応傾向は増
大するか否かを検討した。＜参加児＞4 歳児



44 名、5 歳児 36 名。＜実験材料＞ショート
ケーキとその写真、チクチクボールとその写
真。写真はそれぞれ実物大のカラー写真（カ
ラー条件）、実物大モノクロ写真（モノクロ
条件）、および映像対象が大写しにされてい
るカラー写真（大写し条件）の三種類。＜手
続き＞実物の横に写真を提示し、実物の持つ
属性を写真が有しているか否かを尋ねた。属
性の違い（ショートケーキとチクチクボール
の 2課題）×写真の種類（カラー、モノクロ、
大写しの 3条件）を実施。 
 
(3) 研究３：＜目的＞研究１と２では，視覚
以外の触覚，味覚などの感覚属性を写真が指
示対象と共有するとみなす幼児の傾向を明
らかにしてきた。この場合，視覚によって喚
起されるモノそのものの通様相感覚的質感
の存在が、写真において不在であるはずのこ
のような感覚属性の実在視につながった可
能性がある。そこで，研究３では対象の「重
さ」という属性を取り上げ、4～5歳児が、写
真はその指示対象が有する「重さ」という属
性をも共有すると考えているか否かを検討
する。「重さ」は視覚による直接的な印象喚
起から比較的独立したモノの属性である（eg.
大きいものが常に重いとは限らない）。「重さ」
は持ってみてはじめて重い―軽いとわかる。
つまり、対象への実践的かかわりを介して初
めてその姿を現す筋感覚的属性である。この
ような場合、他の外受容的感覚属性とは異な
る結果となるかどうかを調べる。＜参加児＞
4 歳児 21 名、5 歳児 18 名。＜実験材料＞天
秤、おもちゃ、ねんど、羽根、ねんどの写真、
羽根の写真。 
＜課題内容＞同じ重さなら釣り合う等の天
秤の原理を十分理解させる導入課題を行っ
たあと，以下の 2条件を実施した。写真―実
物比較条件:「写真のねんど」と「実物のね 

図２ 研究３で用いた写真 
 
んど」を提示し、天秤に載せるとどうなるか
参加児に尋ねた。写真―写真比較条件：「写
真のねんど」と「写真の羽根」を提示し、天
秤に載せるとどうなるか尋ねた。 
 
(4)研究４：＜目的＞研究３に引き続いて「重
さ」の property realism の存在とその反応
に影響を与える要因を調べた。具体的には，
同じ大きさのフレームの２つの写真を天秤
量りに載せたとき，子どもの反応が，指示対
象の実際の大きさの違い（ネズミとゾウ）と，

写真画紙上の被写体の大きさの違い（eg. 小
さく写っているゾウと大きく写っているネ
ズミなど）の２つの変数によってどのように
影響を受けるかを検討する。＜参加児＞4 歳
児 48 名（平均年齢：4 歳 6 カ月）。＜実験材
料＞天秤はかり、おもちゃ、ゾウの写真・ネ
ズミの写真を 2 種類ずつ（それぞれフレーム
の大きさは同じで、画紙上の被写体の大きさ
が大小の 2 種類）。＜課題内容＞天秤はかり
の原理を十分に理解させたあと，ゾウとネズ
ミのイラストを見せ、実物のゾウ、ネズミ  
の重さに  表１ 写真画紙上の被写体の 
ついて子ど    大きさの組み合わせ 
もに質問し、
実物ではゾ  
ウのほうが     
重いという
理解がある
か確認した。
続いてゾウ
とネズミの 
写真を表１
の組み合わせで提示し、天秤はかりに載せる
とどうなるか参加児に尋ねた。ただし、組み
合わせ提示順序はカウンターバランスし、質
問後、フィードバックは与えなかった。 

図３ 被写体の大きさの組み合わせ例（ｄ） 
 
 
４．研究成果 
(1) 研究１：それぞれの写真に対し、実物と
同様の属性を有しないと答えた回答を 2 点、
肯定・否定のゆらぎがあった回答を 1点、有
すると答えた回答を 0点として結果を整理し
た。図２は年齢別にみた各対象の写真の表象 
性理解の平均得点を示す。年齢群（２）×対
象（５）の 2要因の分散分析を行ったところ、 
 

図４ 年齢別にみた各対象の写真の表象性 
理解の平均得点 

 

ａ ゾウ大 × ネズミ小 

ｂ ゾウ大 × ネズミ大 

ｃ ゾウ小 × ネズミ小 

ｄ ゾウ小 × ネズミ大 

ｅ 
ネ ズ ミ
大 

× ネズミ小 



年齢の主効果のみ有意であり，対象の主効果 
ならびに年齢×対象の交互作用は認められ
なかった。年少児は年中児に比べ、写真が視
覚的属性以外にも実物と同様の属性を有す
るとみなす傾向が高いといえる。 
 Beilin& Pearlman (1991)は、図像の機能
的レベルでの実物との混同を functional 
realism、属性レベルでの混同を property 
realism と呼び両者を区別しているが、後者
は 4歳になっても顕著に見られることが本実
験の結果から明らかとなった。 
 
(2) 研究２：それぞれの対象の各条件におけ
る正答率に年齢群間の差があるか否かをχ2

検定によって調べたところ、ショートケーキ
課題のカラー条件では有意な差があり、5 歳
児のほうが 4歳児より正答率が高いことが分
かった。しかし、他の条件においては年齢群
間に差は見いだされなかった。次に、それぞ
れの年齢群での条件における正誤パターン
の人数分布を，McNemar の検定を用いて比較
した。それによると、両年齢群ともショート
ケーキの場合、カラー条件とモノクロ条件で
困難度の差があり、カラー条件の方がモノク
ロ条件より困難であることが分かった。また、
年少児では、チクチクボールでも、カラー条
件とモノクロ条件との間に困難度の差がみ
られ、カラー条件の方が困難であった。 
 以上の結果から、幼児期の子どもでも、依
然として写真の表象性を理解しているわけ
ではなく、実物と視覚的類似性が高い写真に
は、より実物の持つ他の属性をも有すると考
える傾向があることが分かった。視覚的類似
性の高い写真は情動喚起力を有し，これが媒
介となって property realism 的な反応が比
較的高い年齢まで維持されるものと思われ
る。 
 
(3)研究３：写真―実物比較条件と写真―写
真比較条件のいずれにおいても、年齢群間に
有意な成績の差はみられなかった。そこで年
齢をこみにして条件群間の比較を行ってみ
ると、写真―写真比較条件のほうが、有意に
誤答の多いことがわかった。しなわち、4 歳
児、5 歳児ともに写真のねんどが実物と同じ
重さを有すると答えた子どもは少数であっ
た（39 名中 4名）のに対し、写真のねんどと
写真の羽根では、4 歳児、5 歳児併せて 4 割
近くの子ども（39 名中 15 名）が「写真のね
んどのほうが重い」とする反応を行った。こ
れらの子どもの場合、写真どうしの比較では
写真そのものの物質性に焦点があたらず、指
示対象の違いに焦点が当たり、その結果、二
つの写真の重さは釣り合わないと反応して
しまったと思われる。この結果に対しては、
子どもが「問われたのは指示対象について」
と誤解したからではないか，との疑問も生ず

るが，本研究ではただ単に 2 枚の写真を見せ
て「どちらが重いか」を直接に尋ねるのでは
なく、天秤に写真の二つを載せる動作を伴っ
てその釣り合いを尋ねている。したがって、
こうした誤答は、写真そのものが指示対象の
重さ次元の属性を有するように子どもが感
じた結果であると解釈できる。 
 
(4)研究４：写真の組み合わせそれぞれに正
答した（「同じ重さ」と答えた）場合を 1 点
とし、５つの全ての組み合わせへの回答の得
点別人数分布を見たところ，48 名中 17 名
（35.4％）が全ての組み合わせに正答した。
この子どもたちは，写真の重さは画紙の大き
さのみによって決まり、指示対象の大きさや
画紙上の被写体の大きさに影響されないと
理解していると言える。反対に，得点０ない
し１の子どもは計 12名で，そのうち 9名は，
組み合わせ a と b で「ゾウ大」を，d と e で
「ネズミ大」を“重い”と答えた。このパタ
ーンは，基本的には画紙上の被写体の大きさ
によって重さを判断していることがわかる。
すなわち，画紙上の被写体のサイズが大きい
ほうを“重い”と選んでいることがわかる。
このように，回答パターンを分析していくと，
48 名中 42 名（87.5%）が 5つの基本パターン
に分類可能であった。このうち，全部正答だ
ったパターンを除いた 4 パターンの全てで、
被写体の大きさが重さの判断に何らかの形
で影響を与えていることが明らかとなった。
指示対象の大きさが判断に影響する場合は，
きわめて稀であった。 
 
（5） 以上から，視覚による直接的な印象喚
起から比較的独立な「重さ」という筋感覚的
属性も含めて，４～５歳の子どもには写真に
ついて property realism の傾向が保持され
ていることがわかった。この年齢の子どもは，
もちろん，写真が機能的な意味で実物ではな
いことは理解している。しかし，研究１～４
で得られた反応の発話分析からも，子どもは
幼児期を通じて，シンボル，指示対象，シン
ボル媒体の三要素の関係性の理解が不十分
な状態が長く続くことが本研究では明らか
になったと言える。この状態こそが，筆者ら
の「映像の表象性理解の三段階発達モデル」
の中間段階に相当するのであるが，この段階
の中核にある困難性は，表象の中でも図像的
表象に固有のものであるといえよう。表象は，
本来，指示対象から独立であることによって，
主体の自由な心的活動の道具になりえる。し
かし，図像的表象の場合は指示対象と視覚的
属性をあらかじめ共有しているがゆえに，他
の属性の何がどこまで共有されているかの
境界画定は，子どもにとって容易な作業では
ない。そのことがまさに，映像もまた，現実
世界からの自立性を備えた表象の一形態で



あるという認識を妨げる結果につながって
いるのではないだろうか。本研究で見られた
写真に対する幼児のさまざまな中間段階的
反応は，こうした背景によって生み出された
と思われる。 
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